
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
シ
リ
ー
ズ
④ 

Ｑ
．
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
た
場
合
、
対
象
者
を
す
べ
て 

法
定
年
齢
ま
で
雇
用
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
か
？ 

 

Ａ
．
労
使
協
定
で
対
象
者
の
基
準
を
明
確
に
し
た
場
合
に
は
、 

 
 

こ
の
基
準
を
満
た
す
労
働
者
の
み
を
継
続
雇
用
の
対
象 

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
法
律
は
、
雇
用
確
保
措
置 

を
求
め
て
い
る
だ
け
で
、
雇
用
の
義
務
ま
で
求
め
て
い 

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

  

平
成
１
８
年
４
月
か
ら
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
改
正
さ
れ
て

６
２
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
措
置
の
導
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
年
齢
は
平
成
２
４
年
４
月
ま
で
に
段
階
的
に
６
５
歳
に
引
き

上
げ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
は
労
働
者

全
員
を
必
ず
６
５
歳
ま
で
雇
わ
な
け
れ
ば
法
律
違
反
に
な
る
も
の

で
は
な
く
、
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
た
場
合
は
、
労
使
協
定
に

お
い
て
対
象
者
を
絞
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
６
０
歳
定
年
の
労
働
者
が
労
使
協
定
に
お
い
て
、
継
続

雇
用
制
度
の
対
象
者
基
準
を
満
た
さ
な
か
っ
た
場
合
は
、
こ
の
労

働
者
は
６
０
歳
定
年
で
会
社
を
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
高
齢
労
働
者
が
い
な
い
会
社
に
お
い
て
は
、
一
見
関
係

な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
法
律
の
趣
旨
は
、
雇
用
確
保
措
置
の

導
入
で
す
か
ら
、
該
当
者
が
い
る
い
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
定
年
延

長
、
定
年
廃
止
あ
る
い
は
継
続
雇
用
制
度
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し

て
、
制
度
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
雇
用
確
保
措
置
の
選
択 

 

雇
用
確
保
措
置
と
し
て
、
こ
の
法
律
で
は
次
の
３
つ
を
認
め
て 

い
ま
す
。 

①
定
年
廃
止 

②
定
年
延
長 

③
継
続
雇
用
制
度 

こ
の
３
つ
の
制
度
の
中
で
対
象
者
を
絞
り
込
む
こ
と
が
可
能
な

の
は
③
継
続
雇
用
制
度
に
な
り
ま
す
。
以
下
、
こ
こ
で
は
継
続
雇

用
制
度
の
導
入
を
前
提
に
説
明
し
て
い
き
ま
す
。 

●
労
使
協
定
に
よ
る
対
象
者
の
選
別 

労
使
協
定
に
お
い
て
基
準
を
設
定
す
る
場
合
は
、
会
社
と
労
働

者
代
表
（
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
）
が
十
分
協
議
を
行

っ
た
上
で
、
個
々
の
企
業
の
実
情
に
沿
っ
て
決
定
す
れ
ば
別
段
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
但
し
、
行
政
通
達
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
こ

と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

①
恣
意
的
に
継
続
雇
用
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
も
の 

②
他
の
関
連
諸
法
令
に
違
反
す
る
も
の 

③
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の 

 
 

               
 

 
         

 
 

●
基
準
の
具
体
例 

基
準
を
定
め
る
場
合
、
表
２
の
具
体
性
と
客
観
性
の
２
つ
の
観

点
に
留
意
し
て
策
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

基
本
的
観
点
に
基
づ
い
て
、
基
準
の
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

①
働
く
意
思
・
意
欲
に
関
す
る
基
準
の
例 

 

・
勤
労
意
欲
に
富
み
、
引
き
続
き
勤
務
を
希
望
す
る
者 

 

・
再
雇
用
を
希
望
し
、
意
欲
の
あ
る
者 

②
勤
務
態
度
に
関
す
る
基
準
の
例 

 

・
人
事
考
課
、
昇
給
査
定
に
お
い
て
、
著
し
く
評
価
が
悪
く
な 

い
こ
と 

・
懲
戒
処
分
者
で
な
い
こ
と 

③
健
康
に
関
す
る
基
準
の
例 

 

・
勤
務
に
支
障
が
な
い
健
康
状
態
に
あ
る
者 

 

・
体
力
的
に
勤
務
継
続
可
能
で
あ
る
者 

④
能
力
・
経
験
に
関
す
る
基
準
の
例 

 

・
人
事
考
課
の
平
均
が
３
以
上
で
あ
る
こ
と 

 

・
過
去
３
年
間
の
平
均
考
課
が
３
以
上
で
あ
る
こ
と 

⑤
技
能
伝
承
等
そ
の
他
に
関
す
る
基
準
の
例 

 

・
指
導
教
育
の
技
能
を
有
す
る
者 
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不適切な事例 理  由 
会社が特に必要と認める者 基準が無いことに等

しく、これのみでは法

改正の趣旨に反する 
上司の推薦する者 基準が無いことに等

しく、これのみでは法

改正の趣旨に反する 
男性（女性）に限る 男女差別に該当 
組合活動に従事していない者 不当労働行為に該当 

基 準 留 意 点 

具体性 

意欲、能力等を出来る限

り具体的に測れるもので

あること 

客観性 

必要とされる能力等が客

観的に示されており、該

当可能性を予見できるも

のであること 

不適切とされる事例：表１ 基準を定める場合の留意点：表２ 


